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機能の概要
注文書明細の MRP エリアデータおよび予測確定オーダーとの統合
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機能の概要
新機能: 注文書明細の MRP エリアデータおよび予測確定オーダーとの統合

お客様の課題

ソリューション領域

SAP Ariba でこの課題に対応

実装に関する情報

実現される主なメリット

前提条件および制限事項

実装の難易度

関連する地域

ロータッチ/容易

グローバル

SAP Ariba Supply Chain Collaboration この機能は、通常の設定ではオンになっています。お客
様は必要に応じて、計画コラボレーションビューを設定で
きます。

現在、標準マッピングでは MRP エリアフィールドが注文書
とともに SAP ERP から転送されません。

お客様によっては、プラントレベルではなく MRP エリアレ
ベルでの計画が必要になることがあります。現在、MRP エ
リアレベルでは注文書と予測との関連がありません。

プラント情報とともに MRP エリアデータを注文書 (PO) 
で送信できます。MRP エリアが定義されていれば、予測
データを対応する注文書に関連付けることができます。
計画コラボレーションビューの [確定オーダー] キー数値
は、対応する注文書データで更新されます。

バイヤーは対応するタイムバケット内の [オーダー済み] 
キー数値での予測に対して、関連する注文書をサプライ
ヤと共有します。
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機能の概要
新機能: 注文書明細の MRP エリアデータおよび予測確定オーダーとの統合

詳細な機能情報

cxml ProductActivitiyMessage の IdReference ドメイン [locationTo] と cxml OrderRequest resp. の [buyerLocationID] による関連付けは、以下のとおりです。

Product Activity cXML:

<Contact role = "locationTo"> 

<Name xml:lang = "en">Atlanta</Name> 
… 

<IdReference domain = "locationTo" identifier = 3200> 

<Description xml:lang = "en">PA - Plant1</Description> 
</IdReference> 

</Contact> 

PO cXML:
<ShipTo> 

<Address addressID=„3200" addressIDDomain="buyerLocationID" isoCountryCode=„EN"> 

<Name xml:lang="en">eCATT Plant 0001</Name> 
...             

</Address> 

<IdReference domain="buyerLocationID" identifier=„3200"/? 

<IdReference domain="MRPArea" identifier=„3200"/> 

</ShipTo> 
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機能の概要
新機能: 注文書明細の MRP エリアデータおよび予測確定オーダーとの統合

詳細な機能情報
MRP エリアの詳細は、注文書画面に表示されます。

MRP エリアが定義されていれば、予測データを対応する注文書に関連付けることができます。計画コラボレーションビューの [確定オーダー] キー数値は、対応する注文書
データで更新されます。


